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要 旨
群馬大学国際教育・研究センタ （ー以下、センター）では、国際交流協定校からの外国人留学生（交
換留学生）の増加に伴い、2008年度に「Ｊプログラム（日本語・日本文化研修留学生プログラム）」と
「日本研究『武道・芸術』実践プログラム」という二つのプログラムを新設した。Ｊプログラムとは、
日本語・日本文化研究留学生（日研生）用の特別カリキュラムであり、高度な日本語能力の獲得と日
本事情・日本文化の理解向上を目指すものである。他方、日本研究「武道・芸術」実践プログラムと
は、日本語学習と並行して行われ、日本の武道や日本画、邦楽を実際に体験し、日本の文化や伝統を
体得することを目標とする。本稿では、それぞれのプログラムについて、それらの目的や対象など概
要を説明し、次に過去５年間の実績や成果を検討している。最後に両プログラムの問題点や今後の課
題を指摘した。
【キーワード】留学生プログラム 交換留学生 日本語・日本文化研修留学生（日研生）
短期留学推進制度（受入れ）
１．Ｊプログラム（日本語・日本文化研修留学生プログラム）
⑴ Ｊプログラムの概要
日本政府（文部科学省）は、毎年、日本の大学において高度な日本語能力及び日本事情、日本文化
の理解の向上のための研修を受ける外国人留学生に奨学金を提供している。この奨学金を受ける留学
生は、「日本語・日本文化研修留学生（日研生)??」と呼ばれ、将来、高度な日本語や日本文化に関する
知識を活用し、日本と諸外国との相互理解の増進や友好関係の深化に貢献する人材となることが期待
される。日本語や日本文化を専攻する日本研究者を育て、日本と諸外国の架け橋になる親日的な人材
を長期にわたって育成していくことがこの奨学金の目的となっている。
これまで本学では、日研生のカリキュラムは文系学部（教育学部と社会情報学部）の既存の授業を
中心に作られており、授業の履修規定も留学期間の成果を問う報告会も設けられていなかった。そこ
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で、センターでは2008年に日研生用カリキュラムの整備を行い、Ｊプログラム（日本語・日本文化研
修留学生プログラム）を開設した。プログラムの期間は１年間で、受講生は、その前半では、日本語
の能力や技能を高めるため、センターにおいて日本語科目を優先して履修する。後半では、各学部の
授業やゼミナールに出席し、日本や日本文化に関する幅広い知識を習得する。このようにセンターと
学部が業務を分担しつつ、有機的に協力できるカリキュラムが作られた。受講生は、プログラムを通
じて、日本語の能力や技能を高めるだけでなく、日本を研究対象とした諸研究を行うのに必要な知識
や実社会でも役立つ日本語・日本文化に関する様々な知識を身につける。さらに、プログラムの修了
には日本語で研究論文を執筆し、自分の研究について口頭発表や質疑応答ができるようになることも
求められるのである。
プログラムに参加できる学生は、日研生にとどまらず、日研生と同様に母国の大学で日本語・日本
文化に関する分野を主専攻とし、日本語の履修が可能な程度の日本語能力（日本語能力試験２級以上
程度）を有している本学の交換留学生も対象とした。表１は、本プログラムの履修方法を示したもの
である。プログラムの趣旨と目的に合致するよう、「日本語」「日本事情」「日本関連科目」を必須科目
としている。
「日本関連科目」として、オムニバス形式で、本学の教員が日本に関する講義をする「日本入門特
別講義」を設置した。表２は、2012年度の「日本入門特別講義」のスケジュールである。文理・専門
のバランスを取ってスケジュールを組んでいる。2012年度は、理系・工学系（２回、11回、14回）、理
系・医学系（９回、10回）、文系・芸術系（３回、８回）、文系・言語系（４回、６回、７回、12回、
15回）、文系・社会系（５回、13回）であった。
表２の講義タイトルと講義内容を一瞥しても分かるとおり、この科目は、プログラム前半（10月～３
月）において、日本に関する幅広い関心と知識を提供するための特別講義であり、例年、教員自身の
研究分野と日本とを関連づけた講義が多い。具体的には、現代日本の現状を分析したもの、日本の科
学や技術の発展を解説したもの、日本の文化や言語そのものを扱ったものなどである。また、日本人
学部学生の授業と合同にして、自国の社会や文化を発表し合い、相互理解を図る授業も実施された。
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表１ Ｊプログラムの履修方法
授業科目 第１期（10～３月) 第２期（４～９月)
日本語（教養） ４科目（120時間）
日本語（教養）または学部科目 ２科目（120時間）
必須科目 日本事情（教養） １科目（ 30時間）
日本入門特別講義（大学） １科目（ 30時間）
課題研究（学部・センター） 論文・プレゼンテーション
選択科目 学部・教養科目 日本研究実践（センター） ２科目（60時間以上）
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他方、所属学部における研究活動もプログラムに組み込まれており、主に選択科目として学部の専
門科目や教養教育科目を履修できる??。「課題研究」とは、学生自身の学問的関心を高め、帰国後の卒
業研究を支援するため、指導教員が研究指導を行うものである。学生は指導教員の講義やゼミに参加
し、個別に指導教員の論文指導を受ける。そして、プログラムの修了のためには、留学期間の終わり
に成果報告として研究発表と論文の提出が義務付けられている。
⑵ Ｊプログラムの成果と課題
2008年度に刷新されたプログラムも５年目を迎え、学内にも定着してきた。「日本入門特別講義」の
協力教員も20名を超えた??。また、来年度（2013年度）からは、「日本入門特別講義」が教養教育の授
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表２ ?日本入門特別講義」のスケジュール（2012年度)
回 講義タイトル 講 義 内 容
１ オリエンテーション Ｊプログラムについての説明
２
日本におけるゲル研究の
現在と将来展望
ゲルを典型とするソフトマターの研究は日本の得意とする分野の一つであ
る。本講義では、日本におけるゲル研究の実際と将来の展望について解説
する。
３ 歌舞伎音楽の世界
日本の江戸時代の代表的芸能である歌舞伎の音楽を鑑賞する。日本の音に
ついて考える。
４
言語能力とコミュニケー
ション
現在の日本語の使用状況について、主に社会言語学的な観点から考察し、
どのような問題点があるのかを検討する。
５ 近代日本の翻訳力
日本の近代社会はヨーロッパの文化を積極的に吸収してきたが、「society」
「information」などの翻訳を通して、「社会」「情報」の意味を考える。
６
日本語のバリエーション
とゆれ
現代日本語の中に観察されるバリエーションやゆれについて考える。具体
的には、「よろしかったでしょうか」「なので」などの実例をもとに、その
使用原理について検討する。
７
日本人大学生が世界に発
信したい日本文化
日本人大学生が世界に発信したいと考える日本文化（例、「秋葉原とアニメ」
「剣道の精神」「和菓子の文化」）を数名が英語でプレゼンテーションする。
その後のディスカッションにおいて日本人と留学生がどのような日本文化
観を持っているかを紹介し合う。
８ 日本の演劇 日本の多様な演劇から日本人の特性を考える。
９ 日本の国際協力
日本が行う政府開発援助（Official Development Assistance）の概要と、
その中で特にボランティア事業について解説する。
10 甲状腺の機能と病気 放射能の影響も含めて、甲状腺の機能と病気について講義する。
11 科学の歴史 日本を中心とした近代科学の歩みを解き明かす。
12 留学生の自国文化の紹介
留学生が世界に発信したいと考える自国文化を日本語で紹介する。その後、
ディスカッションにおいて、日本人が留学生の出身国に対してどのような
知識を持っているのか、その知識がどのように形成されたかを考えていく。
13 結婚の社会学 日本社会の未婚化・晩婚化傾向について社会学的に分析する。
14 日本とロボット 日本の様々なロボットに関して、講義する。
15 日本語の応答詞
談話データの分析を通して、「うん」と「そう」の違いなど、応答詞につい
て考える。
16 授業アンケート、レポートの回収
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業科目となり、「日本語」「日本事情」科目と同様、単位を取得できるようになる??。表３は、2008年度
から2011年度までのプログラムの修了者である。2008年度から2010年度までは２名ずつ、昨年度は１
名の修了であった。国籍は特定の地域に偏らず、様々な国からの学生たちであった。学生の身分とし
て、日研生（大使館推薦）と同（大学推薦）がほとんどで、2010年度のみ日研生の採用がなく、２名
の交換留学生がプログラムを修了した。
このように規定が整備され、プログラムの内容が充実する一方で、指導教員となっている学部教員
の負担も大きくなっている。今後の課題として、交換留学生の指導に際し、学内で共同して指導する
体制を作ることが急務となっていることを指摘しておきたい。
２．日本研究「武道・芸術」実践プログラム
⑴ 日本研究「武道・芸術」実践プログラムの概要
本プログラムが考案される契機となったのは、2008年度の日本学生支援機構（JASSO）の「短期留
学推進制度（受入れ）?特別枠>」の募集であった??。プログラムの目的は、日本の武道や芸術の実技演
習を通じて、日本文化や伝統を体系的に学ぶことにあり、ひいては、伝統武道の国際化や日本芸術の
海外普及のために相応しい人材を養成することであった。プログラムは、①武道コース、②日本美術
コース、③邦楽コースという３コースからなっており、第１期（10月～３月）、第２期（４月～９月）
に分かれ、学生は各期、一つのコースを履修することができる。武道コースは１期３科目（柔道１、
剣道２）、日本美術コースは１期２科目（日本画２）、邦楽コースは１期２科目（三絃１、琴１）から
表３ プログラム修了者と修了論文の課題
年度 学生（性別） 国 籍
本学での
所属学部 学生の身分 修了論文の課題
Ａ(女) インドネシア 教育
日研生
(大使館推薦）
「食べさせていただけませんか」の適用と
その違和感 ―留学生と日本人の知覚―
2008
Ｂ(女) クロアチア 社会情報
日研生
(大学推薦）
日本の地名 ―日本の地名とその由来―
2009
Ｃ(女) ブラジル 教育
日研生
(大使館推薦）
群馬大学「多文化共生教育・研究プロジェ
クト（PCDC）」の活動に参加して ―活動
を通して学んだ日本とブラジルの文化の違
い―
Ｄ(男) スウェーデン 社会情報
日研生
(大使館推薦）
どこに留学するのか ―AHPによる意思
決定―
2010
Ｅ(女) アゼルバイジャン 社会情報 交換留学生
ソーシャル・ネット・ワーキング・サービ
ス（SNS） ―ソーシャルネット・ワーク
の発生、種類、利点と欠点―
Ｆ(女) アゼルバイジャン 社会情報 交換留学生 今の世界にとって原発は必要か
2011 Ｇ(男) イタリア 教育
日研生
(大学推薦）
森鷗外：文化、文学の対決 ―留学を通し
て―
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選択できる??。修了には、各期同一コース、２科目、全体で４科目を履修しなければならない??。
本プログラムは他の日本語集中コースやＪプログラムと並行して履修ができるように時間が割り振
られている。また日本語学習に支障が出ないよう、原則として半期２コマの履修となっている。交換
留学生の本学での留学目的はあくまでも日本語の能力や技能を高めることであり、プログラムが提供
する武道や芸術の修練はあくまでも日本の伝統や文化への理解を深めるためのものである。そういう
意味において、本プログラムは、日本語学習や日本研究の相互補完的な役割を担っている。
武道コース
武道コースは各期３科目（柔道１、剣道２）から選択ができる。表４は柔道と剣道の概要である。
日本美術コース
日本美術コースでは、日本画演習を基本に進める。そのコースのなかで、陶芸演習や博物館・美術
館見学を実施する。表５は本コースの概要である。学生の作品は仕上がったら学内で展示される。さ
らに学期の終わりには、学外の美術館やギャラリーの展示コーナーで発表される。
表４ 武道コース（柔道、剣道）の概要
概 要
柔 道
柔道の修行は「礼に始まり礼に終わる」といわれていることから終始実習中は礼法に厳
しく対処する。また、柔道特有な「受身」は柔道学習上、必須要件であるため、毎時間充
分に行わせる。投技・固技の教授範囲は受講者が簡単な柔道試合を自ら体験できるために
最低必要と思われるものを、受講者の体力・運動能力にあわせて検討し、決定する予定で
ある。
剣 道
道はもともと敵を制して身を守る技術から発達したものですが、時代の推移とともに競
技としての剣道に変わりました。しかし剣道の目指すものは競技としての剣道だけであり
ません。日本の文化のなかで育った剣道独特の世界があります。一度経験してみるのも意
義あることだと思います。
竹刀を使って素振り打ち込みなどの基本技術が中心ですが、後半は防具をつけて打ち
合ってみます。
表５ 日本美術コースの概要
概 要
「日本画を描く」という活動を通して、その材料や道具について理解し、表現の方法を
習得します。また、表現の背景にある日本の文化、日本人の美意識とそれに関係した言葉
なども合わせて学習していきます。
学 生 へ の
メッセージ
墨や筆、和紙、それに岩絵の具など、日本画独特の材料や道具を使い表現することで、
楽しみながら日本文化について学ぶことが出来ます。
授業の展開
１回 日本画の材料と表現
墨、岩絵の具、和紙、いろいろな筆などの材料や道具について、説明をします。
２回 日本画の基礎 線の表現
日本画の伝統的なモチーフ「花鳥画」を、筆と墨で模写（敷き写し）します。
３回 彩色
前回、筆と墨で模写（敷き写し）した「花鳥画」を、顔彩という絵の具を使っ
て、色を塗ります。
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邦楽コース
邦楽コースは１期２科目（三絃１、琴１）から選択できる。表６は本コースの概要である。各期の
終わりに三絃と琴の合同発表会があり、それまでの練習成果を発表する。
⑵ 日本研究「武道・芸術」実践プログラムの成果と課題
本プログラムもＪプログラムと同様５年目を迎えるが、これまでの修了者は表７のとおりであった。
2008年度は奨学金支給者に限定してプログラムの修了が出されたが、2009年度以降は交換留学生全員
４～７回 季節の花を描く
伝統的な日本画の表現に倣いながら、実際の花を見て、日本画を描きます。日
本人の季節感などについても学習します。
８回 ?芥子園画伝」という本の山水画（風景画）を筆と墨で模写（見て描く）します。
９～10回 ?胸中山水」（自分の心にある風景）を墨と筆で描きます。
11～12回 浮世絵の人物画（歌麿・写楽などの大首絵）を模写（敷き写し）します。
13～16回 日本画の表現に倣って、友達の顔を題材に日本画を描きます。
表６ 邦楽コースの概要
三 絃
概 要
この授業は日本の伝統楽器である三絃の音色に触れ、その美しさ、響きを生かしながら、
演奏することを目標とする。
具体的には三絃の構え方、弾き方を習得し、最終的には箏との合奏にも取り組みたい。
また三絃に触れることにより、日本文化・礼儀作法を学ぶ事も目標としていきたい。
学 生 へ の
メッセージ
楽しく楽器に触れていく中で、技術を習得し、演奏会では複数のパートに分かれ、曲を
仕上げる事に挑戦します。達成感のある、貴重な経験になることと思います。
授業の展開
１回目から３回目 ガイダンス・三絃の構え方、バチの持ち方、各糸の弾き方。
４回目から５回目 左手（ツボ）の押さえ方。「さくら」の練習。
６回目から９回目 ?さくら」の合奏（箏との合奏）
10回目から15回目 演奏会の曲目の練習
16回目 演奏会
琴
概 要
この授業は日本の伝統楽器である箏の音色に触れ、その美しさ、響きを生かしながら、
演奏することを目標とする。
具体的には爪のはめ方、箏への構え方、さまざまな演奏方法を習得し、最終的には三絃
との合奏にも取り組みたい。
また箏を演奏する事により、日本の文化・礼儀作法を学ぶ事も目標としていきたい。
学 生 へ の
メッセージ
楽しく楽器に触れていく中で、技術を習得し、演奏会では複数のパートに分かれ、曲を
仕上げる事に挑戦します。達成感のある、貴重な経験になることと思います。
授業の展開
１回目から３回目 ガイダンス・爪のはめ方、箏への構え
?さくら」「数え歌」の練習
４回目から５回目 ?さくら」の合奏
６回目から７回目 ?数え歌」の合奏
８回目から12回 ?荒城の月」の練習、合奏
13回目から15回目 演奏会の曲目の練習
16回目 演奏会
＊前回履修した方は、難易度の高い曲も練習できます。
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に対象者が拡大された。また修了要件も、2008年度ではコース別に第１期と第２期を通じて４科目履
修すると規定したが、複数のコースを受講したいという希望者が多かったため、2009～2011年度には、
コースを問わず、第１期と第２期を通じて４科目履修すれば修了できるように規定を緩和した。その
結果、2009年には17名、2010年には９名、2011年には７名と数多くの修了者を出すことができた??。
しかしながら、修了者を見ると、同一コースを受講し、その種目の技能をある程度身につけた学生
と、コースを跨がって自由に複数の種目を体験的に学んでプログラムを終える学生と、二つに大別さ
れた。そこで昨年度、プログラムの趣旨をもう一度確認し、コース選択の仕方を見直した。その結果、
2012年度は各期同一コースで２科目、全体で４科目を履修することが修了の要件となった。他方、体
験を目的に複数のコースを希望する学生には、修了にはならないが、種目を自由に選択できるように
配慮している。
このプログラムでは、将来の伝統武道の国際化や日本芸術の海外普及のために相応しい人材を養成
することも目的の一つであった。事実、柔道や剣道の級位や段位を取得して帰国した学生もいる。し
かしながら、帰国した学生が継続的にこれらの種目の修練を続けることが難しいということが徐々に
明らかになってきた。その理由として、海外においてこれらの種目を教授できる指導者が不足してい
ることやプログラムで使用される道具や楽器などが高価すぎることなども指摘できよう。
表７ 日本研究「武道・芸術」実践プログラムの修了者
年度 修了者数 武道 日本美術 邦楽
2008 ４ １ 米国(男) １ ２
中国(女) １
イタリア(男) １
１ 中国(女) １
１ スロベニア(男) １ ０ ３
韓国(女) ２
中国(女) １
2009 17 ⎭―――――――――――――――――⎬――――――――――――――――――⎫13?
台湾(女) ３、米国(男) ３、アゼルバイジャン(女) ２、スロベニア(女) １
韓国(女) ２、イタリア(女) １、ブラジル(女) １
2010 ９
０ ２
台湾(男) １
タイ(女) １
３
台湾(女) １
アゼルバイジャン(女) １
中国(女) １
⎭―――――――――――――――――⎬――――――――――――――――――⎫
４?
台湾(女) ２、アゼルバイジャン(女) １、タイ(女) １
2011 ７
１ 中国(男) １ ３
タイ(女) ２
ハンガリー(女) １
１ 中国(男) １
⎭―――――――――――――――――⎬――――――――――――――――――⎫
２?
台湾(女) ２
注）＊を付した数字は、複数のコースに跨がって４科目（４コマ）を履修して修了した学生数。
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注１)この奨学金は、国費外国人留学生制度実施要項（昭和29年３月31日文部大臣裁定）により決められ、現在に至って
いる。日研生は、①大使館推薦（海外の日本大使館または総領事館が募集）、②大学推薦（大学間交流協定等に基づ
く交換留学生等を国費外国人留学生として採用）という二通りの方法で募集が行われる。
２)本学の場合、日研生は科目等履修生として学部（教育学部・社会情報学部）に所属する。学生の専攻に合わせ、学
部の教員が指導教員となり、論文指導を行うことになっている。
３)学内公募に応募した教員は本プログラム協力教員として登録される。プログラムの開始時に登録された教員の中か
ら、文理の別や専門分野を考慮してその年度のスケジュールが組まれる。原則として１教員１コマ（90分）を担当
する。評価について、まず全体（15回）の80％（12回）以上の出席が求められる。その上で、学生は15コマのうち
３コマの課題を選び、レポートを作成する。３本のレポートの評価により、全体の評価が決定される。
４)「日本語」及び「日本事情科目」は正規学部留学生のための教養教育科目であり、単位認定科目である。
５)1995年度以来、全国の短期留学プログラムの支援を行ってきた文部科学省の「短期留学推進制度（受入れ）」が2008
年度から再編されることになった。奨学金の割り当てを2007年度までは日本学生支援機構（JASSO）（2003年までは
日本国際教育協会（AIEJ））が行ってきたが、2008年度からは文部科学省が直接決定することとなった。ただし奨学
金月額や渡日一時金の金額も変わらず、申請手続きもほとんど従来と同様に日本学生支援機構を通じて行うもので
あった。しかしこの再編に伴い、新しく国際的に魅力ある「特色ある短期留学プログラム」を開設した場合に奨学
金を新たに割り当てるという方針が打ち出された。本センターでは、「特色ある」という点を考慮し、本プログラム
を企画した。本学への奨学金支給割り当て人数は、2008年度は４名、2009年度は６名、2010年１名であった。2011
年度以降は採用がなかったが、プログラムが学生に好評で定着してきたため、その後も継続して実施している。な
お、本プログラムはＪプログラムと同様、奨学金支給学生以外の交換留学生にも開放しており、ほとんどの交換留
学生が本プログラムの科目を履修している。
６)同一種目であっても、授業科目としては、「○○（１）」「○○（２）」というように個別に名称がついているため、
それぞれ独立した科目と見なし、本プログラムの履修に際しては科目数で数える。「コマ」は「科目」の区別はなく、
授業数を数えたもの。「種目」とは本節では、「柔道」「剣道」「日本画」「陶芸」「三絃」「琴」を指す。
７)全体を通じて同一コースを履修するか、第１期と第２期はコースを変更してもよいが、各期は同一コースを履修し
なければならない。例えば、第１期に武道（剣道２）を履修し、第２期に武道（剣道２）を履修してもよいし、第
２期に日本美術（日本画２）を履修してもよい。なお、武道コースの柔道は各期１コマしか開講されておらず、柔
道だけでは２コマにしかならないため、剣道と合わせて履修しなければ、修了の条件は満たされない。第１期と第
２期を合わせて４科目（４コマ）履修すれば修了となる。各学期２コマずつでも、３コマと１コマ（または１コマ
と３コマ）でも構わない。
８)修了要件に関し、2008年度では、コース別に第１期と第２期を通じて４科目履修すると規定されていた。2009年度
～2011年度までは、コースを問わず、第１期と第２期を通じて４科目履修するという規定であった。極端な場合に
は、４科目ともそれぞれ異なったコースを履修することもできた。例えば、第１期に武道（柔道１）と日本美術（日
本画１）を履修し、第２期に武道（剣道１）と邦楽（三絃１）を履修することも可能であった。
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